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月に一度開かれるこの「虎」の会合は、

正式には「ベンチャーを支援するベテラン

の会」と呼ばれるものだ。文字通り経営の

ベテランを集めたこの会は、元インテルの

会長で現在はベンチャー支援を手掛ける

「モバイル・インターネットキャピタル」の

社長である西岡郁夫氏によって、2001年

4月に発足した。月に一度の定例会では数

多くのベンチャーが虎たちを前に事業内

容をアピールし、虎からの手厳しい批判や

アドバイスを受けている。

ベテランの会の設立主旨は、健全なベ

ンチャーを育成し、ベンチャーが活躍でき

る風土を日本に根付かせようというものだ。

投資ではなく、ベテランの人脈こそが支

援。会合で出会ったベンチャーの事業が

おもしろいと思えば、販路拡大や力のあ

る大企業との事業提携を積極的に進める。

直接大企業にアプローチする手段がなか

ったベンチャーにとってはまたとない機会

である。「ベテランは業務提携が大企業相

手でも、ベンチャーに不利にならないよう

話を進める力がある。これがこの会で支

援を得る最大のメリットだろう」と誇らしげ

に語るのは、発起人兼会事務局長の西岡

氏。「技術力やアイデアはいいものを持っ

ているのに、そこからビジネスをどう拡大

していいのかわからず戸惑っているベン

チャーは数多い。そういうベンチャーこそ

我々の会で事業の詳細を発表して支援を

受けてほしい」と、西岡氏は新たな挑戦者

を待ち望む目つきで語る。

ベテランの会で鋭い虎の目に止まり、新

たな一歩を踏み出せた企業もあれば、残

念ながら「出直してきます」としか言えなか

った企業が多いのも事実だ。しかし虎た

ちは、毎月新しいベンチャーに出会うのを

心から楽しみにしている。そして、ベンチ

ャー支援に真剣に取り組みたいと考えて

いるのだ。虎たちの支援内容は、経営ア

ドバイス、販売網の拡大、企業提携の支援

など幅広い。支援に至るにはまず事業が

虎たちの目をひくものでなくてはならない

のだが、彼らのベンチャーを育てたいとい

う思いは会の発足以来変わっていない。

毎月の定例会も、発足１年以上経った今、

よりよい支援体制を目指して改善策を模索

中だという。

虎たちは、支援を求める「我こそは」と

いうベンチャーを「ベテランの会」ホームペ

ージで募集している。

www.veteran.jp

［アドバイス陣営］
会長：藤田史郎／㈱ＮＴＴデータ相談役（元同社代表取締役会長）
副会長：久田仁／㈱内田洋行取締役会長（元同社代表取締役社長）
村井勝／ジェネラル・アトランティック・パートナーズ特別顧問（元コンパック㈱代表取締役会長）
事務局長：西岡郁夫／モバイル・インターネットキャピタル㈱
代表取締役社長（元インテル㈱代表取締役会長）ほか24人

西岡郁夫氏
1943年大阪市生まれ。69年大阪大学大学院工学研究
科通信工学専攻修士課程修了、シャープ㈱に入社。92
年インテル㈱副社長に就任。93年同社代表取締役社
長、97年代表取締役会長。99年に同社を退職後、NTT
ドコモ、みずほ証券、インターネット総研との共同出資に
よりモバイル・インターネットキャピタル㈱を設立。

毎月第三金曜日、都内某ホテルのラウンジに虎たちが足を運ぶ。虎の面々は、

元インテル会長の西岡郁夫氏を筆頭に、元NTTデータ会長（現・相談役）藤田

史郎氏、元コンパック会長村井勝氏など、日本の経済界を導いてきた大物たち。

20人以上もの錚々たるメンバーで構成される虎たちの会合に、今日もベンチ

ャーが支援を求めて群がってくる。密室の会合の出来事をレポートする。

日本のITファーストウェーブの立役者たちの胸を借りる

ITの虎たちが集まる「ベテランの会」

レポート［都内某所での秘密の会合に潜入］
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ベテランの会で各ベンチャーに与えられ

た時間は20分。この短い時間でいかに自

分たちの事業をうまく虎たちに伝えるか

が、今後の支援に結びつくかどうかの決め

手となるわけだ。

ベンチャーたちは念入りに準備したプ

レゼン資料を虎たちに配布し、資料をも

とに発表を始める。順調に進んでいるか

に見えたプレゼンが、突然虎の言葉にさ

えぎられる。「一体この事業のどこが新し

いんだね？」。一瞬表情がこわばるベンチ

ャー。しかし、ここで取り乱すわけにはい

かない。ありふれたように見える事業で

も、創立者の思い入れがあってこそ立ち上

げたビジネスである。そこを冷静にアピー

ルし、何とか第一の危機は脱出だ。

気を取り直してプレゼンを進めている

と、また別の虎が割って入る。「これって、

他社もやってるんじゃない？」。プレゼン慣

れしているはずのベンチャー社長にも、あ

せりが見え始める。しかし、彼も負けては

いない。「はい、他社にも似たようなサー

ビスはありますが、わが社の場合は……」。

虎の厳しい言葉を予測していたかのよう

にうまく説明を続ける。

無事プレゼンも終盤に近づいたかと思

われたその時、虎が鋭い一撃を与える。

「結局君たちの強みは何？」。自分なりに強

みをアピールしたつもりだったが、虎たち

には通用しないのか？　そこでもう一度

プレゼン資料のページをめくり、「我々の強

みはここです」と張りつめた声で主張する。

虎の辛口意見に動揺しつつも、プレゼンを

最後まで続けられれば運がいい。「はい、

時間です。では質問のある方」の声で遮ら

れてしまうこともあるのだから。

タイムリミットは20分。緊迫するプレゼンテーション

株式会社ネクスターム（旧社名・エムアイ

ネット）は、韓国Minet社との合弁で設立

された、Thin（やせた）Client（端末）のソ

リューションメーカーである。設立者の武

田佳一郎氏は、過去にも何社か会社を立

ち上げた経験のある、根っからの起業家

だ。2001年4月の会社設立以前より開発を

進め、製品化したシンクライアントを現在

積極的に売り出そうとしている。

シンクライアントのコンセプト自体は新し

くない。しかしブロードバンド普及率を見

ると、今までと状況が違うのは明らかだ。

ネクスタームの主力製品は現在2種類。

デスクトップタイプのNextermSEと、液晶

モニター一体型のNextermLEだ。そこに

9月出荷予定のマルチメディア対応液晶一

体型端末NextermVEが加わる。インター

ネットを介してアプリケーションを利用す

る端末で、ウィンドウズやCitr ixの

Server Based Terminalとしてサーバー

のアプリケーションが利用できる。

どの製品も、文字通り小型で薄い端末。

ここまで小型化が実現したのは、RISCチ

ップを採用したことで発熱を最小限に抑

え、ファンなどの部品が不要だったことも

ある。また新製品であるVEは液晶テレビ

としても使用でき、一般家庭向けである。

すでに資金調達も順調に行ってきたネ

クスタームの武田氏は、多くの投資家を魅

了してきたこの事業に、自信があった。

さて、経営のベテランたちは、武田氏の

ビジネスにどんな判断を下すのか。

この日の挑戦者は「シンクライアント」の格安メーカー

日本を代表する経営者たちの目は、思った以上に手厳し
い。恐ろしく緊迫したプレゼン風景だが、それでもベンチ
ャーは果敢に立ち向かっていくしかない。

左の2つがLEとSEで、業務用のセット。左が新製品で
あるVE。マルチメディア対応で、「よくばりな液晶テレビ」
用途を目指している。

ネクスターム武田佳一郎社長
1959年4月4日米子生まれ、82年3月大阪商業大学経済
学科卒業、85年㈱エーアイピー設立、92年㈱コアシス
テムズ設立（現在は顧問）、2001年4月㈱エムアイネット、
（現㈱ネクスターム）設立、社長就任。

アプリケーションはすべてサーバー側にあるので、クライ
アント側はシンプルで管理も容易。

ウィンドウズアプリケーション 

アプリケーション 
サーバー 

シンクライアント 

www.nexterm.co.jp
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モバイル・インターネットキャピタル代表取締

役社長　西岡郁夫氏（以下西岡）● シンク

ライアントの可能性は昔から言われ続けて

きたことだからわかります。でもどうして

君たちが強いのかというところがわからな

いので、そこを詳しく聞かせてもらわない

とね。

ネクスターム代表取締役社長　武田佳一郎

氏（以下武田）○ はい。まず我々役員の中

には、リアルタイムOSの第一人者とも言え

る人物や組み込み［A］業界での経験が長

いメンバーなど、優れた人材がそろってい

ます。ですから、数あるシンクライアントメ

ーカーの中でも技術力には自信がありま

す。また価格は、他メーカーと比べて３割

以上安いです。ボードの部分でRISCチッ

プ［B］を使っていますので、部品点数が非

常に少ないのです。サイズは半分以下に

なります。

NTTデータ相談役　藤田史郎氏（以下藤田）

● ターゲットのエンドユーザー単価は？

武田○ 現在はマーケットで10万円くらい

になります。元々8万で設定していたんで

すが、液晶端末の値段がここ数か月で上

がりましたので。しかし、私どもでは

Hyundai Image Questから液晶のコンポ

ーネントを提供してもらっていますが、ここ

からなるべく安く供給していただくように

しています。

西岡● 10万円のうち、粗利はどれくらい

なんですか？

武田○ 30％くらいです。

内田洋行取締役会長　久田仁氏● サーバ

ーのソフト利用料はとられるんでしょう？

じゃ、10万プラス利用料ということになり

ますね？

武田○ はい。ただ、ソフト利用料の設定

では、いろんなビジネスモデルの可能性が

あります。たとえば、発注端末やコミュニ

ケーションツールとして利用していただく

場合の端末レンタル制度です。発注端末を

通して発注が成立したら、その注文の仲介

料として利用料を負担してもらうなどの提

案をさせていただいています。

藤田● ターゲットには一般コンシューマー

も入りますか？

武田○ 実際に発注をいただいているのは

現在、自治体がほとんどです。また、イン

ターネットマンションを開発するディベロッ

パーさんなどにもご提案させていただい

ています。一般コンシューマーに対しても、

これまで懸念されていたセキュリティーの

問題が、ご存じのようにVPNなどのサー

ビスレベルが向上したことを考えると、十

分に可能性があると思っています。まだ、

インターネットを介してのASP［C］としての

VPNはまだあまり実現されておらず、シン

クライアントもこれからどんどん実験して対

応していこうという段階ですが、ブロード

バンドが充実する今後、非常に高い可能性

があると思っています。

NTTソフトウェア代表取締役社長　鶴保征

城氏（以下鶴保）● 一般家庭用の場合は、

サーバーはどこに設置するのですか？

武田○ 家庭用の場合は、家庭にすでにあ

る1台目のPCをサーバーにして、ウィン

ドウズ2000サーバーやXPなどに接続す

実録！ これがプレゼンテーションの現場だ
叩かれるほどに這い上がろうとするベンチャー

発表後に設けられた10分間の質問

タイムでは、資料だけでは見えない

盲点や弱点に食い込んだ虎たちの質

問が浴びせられる。時には、ある虎

の質問に別の虎が意見を投げかけ、

虎たち同士でベンチャーについてヒ

ートアップした議論を行ってしまうこ

ともあるほどだ。しかし、それは虎が

そのビジネスや経営者の人柄に興味

を示している証拠でもある。

今回は、ネクスタームのプレゼンテー

ションに虎たちがどう反応したのか、

とくとご覧になっていただきたい。
残念ながら「安さ」だ

けでは弱い。

これと言える価値観

や強さの「ウリ」が

必要ね。（マイナー氏）

各種の機器に組み込まれてその制御を行
うコンピュータシステムのことを、機器組
み込み制御システム、または単に組み込
みシステム（embedded system）という。
何を持って「組み込まれた」とするかは曖
昧だが、コンピュータらしくない外観をもっ

たものと考えられる。半導体技術、マイク
ロプロセッサー技術の進歩によって、組み
込み機器の応用分野は拡大し、身の回
りの電子機器、電気機器のほとんどに組
み込みシステムが使われている。

Reduced Instruction Set Computerの

略。CISCに比べて開発は難しいが、
消費電力が抑えられるために発熱が少
なくなる（＝ファンなどの部品が不要
になる）といったメリットがある。

Application Service Providerの略でこ
こでは、ネットワークでのセキュリティー強

化のためのVPNサービスを事業者が請
け負う形のサービス業者を指す。

汎用部品を使い、標準仕様のノンブラ
ンドのマシンを製造するメーカーや卸
業者。ここでは、ある規格に合わせて製
品を低コストで製造するという意味。

［補足解説］

A 組み込み

B RISC
C ASP

D White Boxベンダー
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る方法があります。でも、家庭用で目指し

ているのはインターネットアプライアンスと

しての用途です。

サンブリッジ代表取締役社長 アレン・マイ

ナー氏（以下マイナー）● 形としては、確か

に画面の中にコンピュータが入っているの

が、本来の姿だと思います。でも、御社は

競合もあるでしょう？　導入が決まったと

ころは競合相手と競争して勝ったのです

か？　勝った理由を教えてください。

武田○ 日本国内では、シンクライアントの

メーカーに競合相手が少ないのも事実で

す。また、価格は他メーカーより3～4割安

いので、ここが決定的にアピールできた点

だと言えるでしょう。PCメーカーはノート

型PCが主流になっていますので、こうい

う市場にあまり入り込もうとしなかったの

が幸運だったのかもしれません。実際今

までシンクライアントは、インフラなどの問

題であまり売れなかったんです。でも今は

その問題が解決されつつあるので、他の

メーカーさんが出てきてもおかしくはない

でしょう。ただ、最低限のスペックで最大

限の機能を発揮させなくてはいけないと

いう組み込み機器ですから、開発するとな

ると最低半年から1年はかかります。それ

を我々は一歩先に作ったわけです。

日本エンジェルズ・インベストメント代表取締

役社長　井浦幸雄氏● 実は僕、ここに投

資しているんで補足説明させていただく

と、シンクライアントは今までことごとく失

敗してきたんですが、今はタイミングがいい

んですよ。ブロードバンドの普及でインフ

ラも整っている、またe-Japan構想の中で

地方自治体や各省庁がこういったものを使

って電子入札システムを導入しようとして

いますしね。

西岡● だけど井浦さん、今タイミングがい

いと思ったら、みんながやりだすよ。

マイナー● でもさっき開発に6か月かかる

って言ってましたし、その心配はいらない

と考えられますよ。ただ、怖いのは、

White Boxベンダー［D］になりがちであ

るように見えますね。だから、やはり自分

たちだけしか持っていない技術がどこにあ

るのかが気になるところです。残念ながら

「安さ」だけでは弱いんですよ。これと言え

る価値観や強さのある「ウリ」が必要ね。

西岡● そうですね。勝利へのタイミングを

掴めるかどうかは製品次第ってことですよ。

虎たちが指摘するように、価格が安いだ

けでは強みにならないというのは事実だ。

競合他社が出てきて値崩れを起こした場

合に太刀打ちできなくなるケースもある。

シンクライアント普及のタイミングとして

は、ブロードバンドの普及やe-Japan構想

の下、今が絶好のチャンス。プレゼン後、

一歩先に製品開発を終えているネクスタ

ームは、マーケットに対し、価格以外の

製品の付加価値を強化するため邁進中だ。

一方、厳しい意見や質問を浴びせた虎

たちだが、実際にはその後、以前オラクル

でネットワークコンピューティングを中心に

事業展開していたアレン・マイナー氏が興

味を持ち、自社に武田氏を招いて発表の

場を与えた。また、会員のユニチャーム会

長の高原慶一朗氏は、自らが代表を務め

る経団連の起業フォーラムのメンバーにネ

クスタームを迎えた。

［武田氏コメント］
今までいろんな場所でプレゼンをしてきましたが、

この会ほど緊張したことはありませんでした。しか

も我々なりに強みだと思っていた部分が、絶対的

な強みにはならないと言われたのは正直言って

ショックでしたね。でも、とてもいい勉強になりま

した。価格が安いだけでは弱いと指摘された

のがきっかけで、グループウェアのイントラネッツ

さんと提携したり、IPアドレスのいらないウェブカ

メラシステムへの技術に応用したりもしました。

我々のビジネスがもう少し拡大したら、再度皆さ

んの前で発表したいですね。

［西岡氏コメント］
あの短い時間では、なかなかすべてを出し切る

のが難しいことは承知しています。だからこそ辛

口意見しか出ないのですが、シンクライアントの

可能性には期待しているので、同社ががんばるこ

とで普及のきっかけになればと思います。今は

この会合も出会いのきっかけを与えているに過

ぎませんが、今後はもう少し発展させて、ベンチ

ャーとベテランを結びつける機会を多くしていき

たい。これからもたくさんのベンチャーに出会え

ることを楽しみにしています。

ブロードバンドが本

格化しつつある今こ

そ勝負。

タイミングを掴める

かどうかは製品次第

です。（西岡氏）

モバイル・インターネットキャピタル㈱
代表取締役社長
西岡郁夫氏

㈱NTTデータ相談役
藤田史郎氏

㈱サンブリッジ代表取締役社長
アレン・マイナー氏

日本エンジェルズ・インベストメント㈱
代表取締役社長
井浦幸雄氏

マーケットの見方は
さらにシビア
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